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This paper introduces the data acquisition and analysis efforts of abnormal condition data including wheel 

climbing on the Test Track, and the approach to data analysis. This is part of research on derailment sign 

detection for railway vehicles. 
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1. 緒言 

2017年 4月から運用が開始された東京大学生産技術研究

所の千葉試験線 2 は，大学所有の軌道設備として研究・開

発と教育で活用されてきた，商用線区ではない閉じた線区

であること，及び大学所有である特性を活かし，通常の研

究開発の他，様々な事柄の先行実証，概念検証，及び確認

試験なども行われてきた．本論文は、鉄道車両の脱線予兆

検出に関する研究の一部として，試験線における試験台車

の乗り上がりを含めたデータの取得と解析に関しての取り

組み，を紹介する. 

 

2. 千葉試験線 2における乗り上がり試験の準備 

東京大学生産技術研究所柏キャンパスに位置している千

葉試験線 2 は，R30 クラスの曲線及び特殊分岐器を有し，

道路系の設備と併せて，モビリティー研究実験フィールド

として機能している． 

 

 

 

 

 

 

図 1 モビリティー研究実験フィールド内の千葉実験線 2 

 試験台車の乗り上がりを含む走行データの取得に先立

ち，カントゼロである千葉試験線 2 において，シミュレー

ション検討及び実物検討などを実施した．試験トロ台車等

を用いた検討の結果，脱線防止ガードの増設などの軌道強

化，試験台車における輪重アンバランス設定用重量物を積

載した試験台車の輪重バランス測定，静的横転限界（重り

13 枚目で横転）の計測などを行った． 

 

 

 

図 2 試験トロ台車による検証，軌道の強化 

 

 

 

 

図 2 試験トロ台車による検証及び軌道の強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 試験台車における積載状態でのバランスと限界測定 
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3. 千葉試験線 2における乗り上がり試験と分析 

データ取得においては，軌陸車による試験台車牽引する

形態を用いた．試験台車においては，台車枠の進行方向側

の軸箱直上位置に 1khz サンプリングの加速度センサー，ヨ

ー角度センサー，ロール角度センサー及びピッチング角度

センサーを設置した．走行速度は，車輪踏面に対して非接

触型の速度計を使用して取得している．計測実験において

は，積載重りを 0 枚から 9 枚まで増加し，9 枚目の走行で車

輪がレール上に乗り上がった．取得したデータは，ロール

方向及びピッチ方向に関してのウェブレット解析などを行

っている． 

 

 

 

 

 

 

図 3 試験トロ台車による検証及び軌道の強化 

 

図 4 センサー類を搭載した計測編成（重り 0 枚の状態） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 試験トロ台車による検証及び軌道の強化 

 

 

図 5 積載重りが 0 枚，8 枚，9 枚（乗上）での走行風景例 

 

 

 

 

 

 

図 6 乗り上がりにともなう脱線防止ガードとの接触痕 

 

4. 結言 

鉄道車両の脱線予兆検出に関する研究の一部として，試

験線における試験台車の乗り上がりを含めたデータの取得

と解析に関しての取り組みを述べた．今後は取得したデー

タの解析等を行っていく予定である． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7 走行データ，ウェブレット表示及び車輪映像の結合例 
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